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Futurability 待ち遠しくなる未来へ。

国際医療センター 山崎慶太

大阪大学医学部附属病院
OSAKA UNIVERSITY HOSPITAL

外国人患者に対する言語サポート種類と使い分け・活用例の紹介
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• 生物統計グループ

• データマネジメントグループ症
例登録・割付グループ

• 情報技術グループ

• 戦略企画オフィス

• PMグループ

• 開発薬事グループ

• 遺伝子・細胞医療グループ

最先端医療イノベーションセンター
４階病院フロア

• 国際診療支援グループ

• 国際共同臨床研究支援グループ

• 教育・研究グループ

• 臨床試験管理グループ

• 臨床研究支援グループ

• CRCグループ

• CTU管理グループ

• モニタンリンググループ

• 医師主導治験管理グループ

大阪大学医学部附属病院

未来医療開発部

未来医療

センター

臨床研究

センター

国際医療

センター

データ

センター

運営管理室

被験者保護室

監査室

再生医療等支援室

大阪大学医学部附属病院の特色（未来医療開発部）

先進医療支援室
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
更新後
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教育・研究
グループ

Education & Research
Group

・日本が有する優れた医療技術や
医療サービス、医療システムの
国際展開

・医薬品・医療機器など
国際共同臨床研究の推進

国際診療支援
グループ

International Medical Service
Support Group

・外国人患者さんに安心して診療を受けて頂くためのサポート
・世界各国からの医療研修の受入れ

大阪大学医学部附属病院 未来医療開発部 国際医療センター

医療のグローバル化に向けた
多面的な取り組み

As of May. 2022

・Support patients from abroad or with limited Japanese proficiency
for safe and reliable medical care.

・Training / observer-ship of overseas medical professionals.

・Global development of Japanese excellent 
medical technologies, services and systems.

・Promotion of global clinical research  
projects.

・Development of human resources for 
international medical care and   
collaborative clinical research

・Education and research in the fields of 
global health and medical innovation

Center for Global Health, Department of Medical Innovation, Osaka University Hospital

・これからの国際医療や国際共同
臨床研究を担う人材育成

・グローバルヘルスおよび健康・
イノベーション分野における教
育と研究

国際共同臨床研究
支援グループ

Global Clinical Research
Support Group
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阪大病院を受診する外国人患者

在留外国人 訪日外国人

近隣在住外国人
（技能実習生、特定技能実習生）

関西圏の大学、大学院の留学生（大阪大学）
他病院からの紹介（精査、手術、出産目的）

最先端医療を希望
訪日外国人観光客
海外居住している日系人や親族（外国籍）

地域医療との連携
公的保険の確認

海外からの問い合わせ
治療、医療ビザ、費用

海外旅行保険、支払い方法の確認

医療通訳サービス
宗教、文化などの配慮



阪大

病院

阪大

病院
大阪大学
医学部附属病院

大阪大学
医学部附属病院

2016年度ー2021年度 外国人外来患者数（全診療科 延べ）
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中国 26%

韓国 8%

バングラディシュ 7%

ベトナム 6%

アメリカ5%

台湾（中国）
５％

フィリピン
4%

インド 4%

インドネシア 3%

タイ 3%

イラン 2%

パキスタン 2%

ネパール 2%

エジプト 2% イギリス 1%

フランス 1%

中国
韓国
バングラディシュ
ベトナム
アメリカ
台湾(中国)
フィリピン
インド
インドネシア
タイ
イラン
パキスタン
ネパール
エジプト
イギリス
フランス
リビア
ブラジル
ナイジェリア
カナダ
アルメニア
ウガンダ
イタリア
オーストラリア
スペイン
ブルキナファソ
ロシア
北朝鮮
シンガポール
メキシコ
ニュージーランド
スイス
ケニア
マレーシア
カザフスタン
トルコ
トルコ共和国
ウズベキスタン
スリランカ
ジンバブエ
南スーダン
ヨルダン
ペルー
エリトリア
コートジボワール
タンザニア

2021年度 外国人外来患者数（全診療科 延べ）
3523名



阪大

病院

阪大

病院
大阪大学
医学部附属病院

大阪大学
医学部附属病院

7

2021年度 外国人患者外来初診患者数
297名

中国
102

ベトナム
23

韓国
29

インドネシア8

297人
50カ国

アメリカ
23

インド
13

フィリピン12
台湾9
エジプト８
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中国 バングラディシュ ベトナム 韓国 インド インドネシア フィリピン

アメリカ ネパール ロシア パキスタン シリア エジプト 台湾

クロアチア ナイジェリア マレーシア エチオピア イエメン イラン アルジェリア

アルメニア スイス ウガンダ カナダ 南スーダン タイ ブルキナファソ

リビア カザフスタン スリランカ ブラジル ケニア オーストリア その他

779
884 856

1058
1190

1082

産科婦人科外来
2016年度ー2021年度 外国人外来患者数（延べ）
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遠隔医療通訳サービスの活用

ビデオ医療通訳 端末 3台（iPad）
電話医療通訳専用 端末 1台（iPhone)
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産婦人科問診専用タブレット 多言語化 2021年4月～

産婦人科問診専用タブレット
患者さん自身が選択回答

電子カルテ テンプレートに転送
表示(日本語）される。

メリット
待ち時間短縮
感染対策
問診票スキャン不要
多言語化が容易
業務軽減

2021年度利用実績
日本語 ：2,462件
英語 ：23件
中国語 ：2件
ベトナム語 ：3件
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産婦人科問診専用タブレット 多言語化 2021年4月～

2021年度利用実績
日本語 ：2,462件
英語 ：23件
中国語 ：2件
ベトナム語 ：3件
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医師が電子カルテの問診テンプレートで内容を確認し、経過
記録記事として登録

電子カルテテンプレート

タブレット入力
問診票テンプレート

経過記録
（プログレスノート）

院内
LAN 記録

メリット
待ち時間短縮
感染対策
問診票スキャン不要
多言語化が容易
業務軽減
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遠隔医療通訳サービスの活用 （行政サポート）
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機械翻訳サービスの活用 病院スマホ翻訳アプリ（iPhone、医療従事者）
2022年3月24日から配布開始

約2700台 12か国語対応



大阪大学医学部附属病院医療通訳活用マニュアル

対面医療通訳
（病院手配）

対面通訳
（患者手配）

遠隔医療通訳
（ビデオ通話）

遠隔医療通訳
（音声）

機械（医療）通訳

定義 自治体、通訳団体、病院、
学会等により医療通訳の質
が担保された医療通訳者が
医療現場にて行う通訳。
（⇒認定医療通訳士）

医療通訳の質が担保され
ていない家族や患者自身
が同行した医療通訳の質
が担保されていない通訳
者が行う通訳。

自治体、通訳団体、病院、
学会等により医療通訳の質
が担保された医療通訳者が
遠隔にてビデオ通話にて行
う通訳。

自治体、通訳団体、病院、
学会等により医療通訳の
質が担保された医療通訳
者が遠隔にて音声通話に
て行う通訳。

アプリや専用端末を用いて
手入力や音声入力等により
通訳を行う。

通訳形式 逐次通訳 逐次通訳 逐次通訳 逐次通訳 逐次通訳

メリット 医療知識、倫理をもち現場
にいるため互いに顔が見え、
全体像を把握しながらの通
訳となるため状況把握がさ
れ易い。また画像や書類に
ついても説明が可能な場合
もある。

医療者側からの手配が不
要で手配が比較的容易で、
患者通訳者間が互いに理
解しあっていれば通訳が
円滑にいく場合がある。
家族であれば家族に同時
に病状説明もできる。

契約をしていれば手配が容
易で遠隔のために相互の感
染症リスクがない。
医療知識、倫理をもち互い
に顔が見え、全体像を把握
しながらの通訳となるため
状況把握がされ易い。また
画像や書類についても説明
が可能な場合がある。

システム構築が勘弁で、
手配が容易、24時間サー
ビスをしている言語もビ
デオ通訳より多くある。
医療知識、倫理をもった
通訳者が通訳をする。
三者通訳サービスと組み
合わせることにより電話
でのやり取りの通訳も可
能となる。

身近なスマホや専用端末を
使うことにより医療従事者
各自が迅速に通訳を行うこ
とができる。
100言語以上対応することも
でき希少言語での通訳が可
能となる。

デメリット 手配に時間がかかったり夜
間、救急の場面で対応でき
ない場合が多い。患者側医
療通訳士両方の面からの感
染症リスクが存在する。

通訳者の通訳、医療知識
レベルが不明で誤訳、医
療過誤のリスクがある。
患者通訳者間が雇用関係
など利害関係や守秘義務
に問題があることがある。

通信状況により音声画像が
とぎれる場合がある。複数
同時接続された場合繋がら
ない場合あり。

音声のみのため表情や仕
草が見れないため通訳に
おいて情報量がビデオ通
訳より少なく、書類、画
像等も見れないもしくは
事前に送付等必要となる。

通訳精度が高くなく誤訳、
医療過誤のリスクが高い。

料金 基本有料 無料 有料 有料 無料と有料あり

通訳内容記録 通訳レポート
（録音、録画なし）

記録なし 通訳レポート
（録音、録画あり）

無料の場合はなし
有料の一部サービスで記録
あり

医療現場における通訳サービスの種類



対面医療通訳 対面通訳
(同行）

遠隔医療通訳
（ビデオ）

遠隔医療通訳
（音声）

機械（医療）通訳

阪大に導入さ
れている具体

例

国際医療センター 常
勤 医療通訳
スペイン語、中国語

外部委託
IMEDIATA
英語 中国語等

医療通訳の質が担保されていない家族や患
者自身が同行した医療通訳の質が担保され
ていない通訳者が行う通訳。

MediWay
（東和エンジニアリング）
MELON（試用）
（コニカミノルタ）

MediWay
（MELON試
用）

ポケトーク（看護部導入）
『翻訳』アプリ（2400台）
産婦人科 問診タブレット

手配方法 要予約
特に外部委託の場合２

週間前

＝＝＝ 国際医療センターから
端末貸し出し（随時）
Mediway
MELON

随時対応
事前に診療内容
がわかる場合は
共有したうえで
予約（台数制限

あり）

ポケトークについては看護
部から貸し出し
国際医療センターとしては
ポケトークは医療通訳とし
ては推奨していない。

注意点 特に外部委託の場合は
キャンセル料が発生す
ることがあるのでの事
前に分かる場合は連絡
を必ずしてください。

誤訳等による医療過誤リスクがあるため、
承諾書を必要とする。
スキャンメニュー→帳票印刷→全科→外国
語帳票→共通→患者自身手配医療通訳リス
ク同意書。（英語、中国語、スペイン語、
ポルトガル語、ベトナム語、タイ語）

端末数に限りがあり複数同
時対応ができない場合があ
る。

電話にての通訳
となるのでス
ピーカーフォン
対応の電話機使
用を考慮くださ
い。

誤訳リスクあり、医療通訳
としては使用に耐えない場
合があるため注意が必要。

活用される場
面

①医師の診察や術前IC、
侵襲的な検査説明、承
諾書などのサインを必
要とする場合。

④診察内容や状況に応じて医師が最終判断
が必要。会計や簡単な検査時の指示。
（採血時や胸部Xpなど）

②対面医療通訳が必要な場
合で手配できない時間帯や
言語において。

③対面医療通訳、
ビデオ医療通訳
が手配できない
時間帯や言語に
おいて。

⑤医療通訳が手配できない
希少言語や緊急時、病棟で
の日常的な会話。会計支払
い時や検査時の簡単な指示。

阪大病院における（医療）通訳サービスの種類 2022
大阪大学医学部附属病院医療通訳活用マニュアル



医療通訳についての質問票
（指差し確認表、多言語あり）

大阪大学医学部附属病院医療通訳活用マニュアル



通訳料金案内と料金算定表（患者負担分） 大阪大学医学部附属病院医療通訳活用マニュアル



患者自身手配医療通訳リスク同意書 大阪大学医学部附属病院医療通訳活用マニュアル
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